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研究課題 
 

エネルギー最小消費型下水処理システムの開発（フェイズ２） 

 
研究状況 

 本共同開発プロジェクトでは、嫌気性自己固定化バイオリアクターによる一次処理と、自然通気

型好気性生物膜バイオリアクターによる二次処理・高次処理（硝化・脱窒）を効果的に組み合わせ

ることによって、エアレーション・コストがまったく不要で余剰汚泥排出も無く、低コスト・省エ

ネルギ− ・維持管理容易で、有機物と窒素の同時除去機能を有する画期的な高度廃水処理プロセス

の開発を行っている。本年度の研究開発により、我々が提案する処理システムは、従来のシステム

よりも優れた硝化能を発揮させることに成功した。 
 また、本システムにおける窒素除去機構を調べたところ、硝化反応に比べて脱窒反応が十分に進

行していないことが明らかとなった。そこで、優れた脱窒反応を進行させるため、DHS における運

転条件やリアクター形状の検討を行うとともに、充填するスポンジの種類や形状が窒素除去機構に

およぼす影響の調査を行なっている。 

 
研究成果 
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 今後の研 
 究計画 

 これまでの研究により有機物除去ならびに窒素除去における硝化反応を良好に進められることが

実証された。そこで、新たに得られた知見により、脱窒能を向上させたシステムを新たに考案・開

発し、パイロットスケールリアクターを用いた長期連続運転により、本システムの評価を進めてい

く。評価方法は水質パラメーターによる処理水質の把握とともに、DHS 保持汚泥における硝化・脱

窒活性試験により保持汚泥のポテンシャルを確認し、分子生物学的手法を用いたスポンジ深度方向

における微生物のポピュレーションシフトの結果と比較・検討する。さらに、スポンジ内における

酸素供給機構を解明するとともに、スポンジ形状および種類による影響を評価することにより、硝

化・脱窒プロセスを最適化したシステムの確立に向けた検討を行う。 

 


